
　
本
会
は
、
今
後
も
会
員
の

皆
様
及
び
医
療
関
係
団
体
に

広
く
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
日
常
診
療
に
大
き
く
か
か

わ
る
診
療
報
酬
対
策
に
は
、

特
に
力
を
い
れ
、
新
点
数
検

討
会
を
は
じ
め
「
保
険
診
療

便
覧
」「
歯
科
保
険
診
療
の
研

究
」
な
ど
の
出
版
物
を
会
員

限
定
で
斡
旋
し
て
い
ま
す
。

　
医
療
政
策
や
学
術
、
医
院

経
営
な
ど
を
テ
ー
マ
に
し
た

各
種
セ
ミ
ナ
ー
や
、
ス
タ
ッ

フ
育
成
を
目
的
と
し
た
研
修

会
、
一
般
市
民
も
参
加
で
き

北 海 道 保 険 医 新 聞

　
１
月
下
旬
か
ら
邦
画「
Ａ
Ｉ

崩
壊
」
が
上
映
さ
れ
て
い
る
。

天
才
科
学
者
が
開
発
し
た
医

療
Ａ
Ｉ「
の
ぞ
み
」
は
年
齢
・

病
歴
・
年
収
な
ど
全
国
民
の

個
人
情
報
を
管
理
し
、
社
会

イ
ン
フ
ラ
と
し
て
不
可
欠
な

存
在
と
な
る
。
し
か
し
あ
る

日
突
然
暴
走
を
始
め
、Ａ
Ｉ
が

生
き
る
価
値
の
な
い
人
間
を

選
別
し
殺
り
く
す
る
筋
書
き

で
あ
る
▼
同
じ
時
期
、
世
間

を
震
撼
さ
せ
た
事
件
の
裁
判

が
進
行
し
て
い
る
。
相
模
原

市
の
知
的
障
害
者
施
設
で
入

居
者
45
人
が
殺
傷
さ
れ
た
。

被
告
は「
多
く
の
人
が
幸
せ
に

な
る
秩
序
」
の
た
め「
意
思
疎

通
が
で
き
な
い
人
間
は
社
会

の
迷
惑
に
な
っ
て
い
る
」
と

犯
行
理
由
を
述
べ
た
▼
差
別

や
偏
見
に
よ
る
命
の
選
別
は
、

映
画
の
世
界
や
特
殊
な
人
物

だ
け
の
問
題
で
は
な
い
。
か

つ
て
優
生
思
想
の
も
と
、
日

本
で
は
障
害
を
理
由
に
強
制

的
な
不
妊
手
術
が
行
わ
れ
た
。

ま
た
ナ
チ
ス
は
ホ
ロ
コ
ー
ス

ト
前
に
多
数
の
障
害
者
を
ガ

ス
室
に
送
り
、
多
く
の
医
師

も
関
わ
る
国
家
的
な
犯
罪
が

行
わ
れ
た
▼
来
年
３
月
か
ら

医
療
機
関
で
の
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
に
よ
る
本
人
確
認

が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
。

病
歴
な
ど
を
含
め
た
多
く
の

個
人
情
報
が
国
家
の
管
理
下

に
置
か
れ
る
危
険
性
が
あ
る
。

個
人
が
価
値
や
生
産
性
で
選

別
さ
れ
る
世
の
中
に
な
る
こ

と
を
危
惧
す
る
。

加藤 康夫

（
Ｔ
Ｈ
）

　
本
会
は
、
今
後
も
会
員
の

皆
様
及
び
医
療
関
係
団
体
に

広
く
理
解
が
得
ら
れ
る
よ
う

活
動
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　
日
常
診
療
に
大
き
く
か
か

わ
る
診
療
報
酬
対
策
に
は
、

医
療
改
善
に
向
け

　
　
　
　
　
と
も
に
活
動
を

2020年（令和2年）3月5日

　
一
般
社
団
法
人
北
海
道
保
険
医
会
は
、道
内
の
医
師
・
歯
科
医
師
約

３
３
０
０
人
が
加
入
し
、地
域
医
療
改
善
を
目
指
す
と
と
も
に
、患
者

が
安
心
し
て
良
質
な
医
療
を
受
け
ら
れ
、保
険
医
の
生
活
安
定
を
実

現
で
き
る
よ
う
、様
々
な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

開業医のための実務セミナー

医事紛争を防ぐための
　　　　視点と対応策

（1）第923号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）

　
２
月
１
日
、
小
畑
真
氏（
弁

護
士
法
人
小
畑
法
律
事
務
所

代
表
弁
護
士
・
歯
科
医
師
）

を
講
師
に
迎
え
、「
開
業
医
の

た
め
の
実
務
セ
ミ
ナ
ー
医
療

訴
訟
・
ト
ラ
ブ
ル
編
」
を
開

催
。
道
内
各
地
か
ら
医
師
・

歯
科
医
師
30
人
が
参
加
し
、

日
常
的
な
医
療
ト
ラ
ブ
ル
を

防
ぐ
た
め
の
対
応
方
法
等
に

つ
い
て
学
ん
だ
。

　
小
畑
氏
は
「
こ
れ
ま
で
問

題
に
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
で

も
、
医
療
裁
判
や
内
部
告
発
、

メ
デ
ィ
ア
へ
の
リ
ー
ク
な
ど

に
よ
り
、
大
き
な
問
題
に
発

展
す
る
ケ
ー
ス
が
急
増
し
て

い
る
。
そ
の
理
由
に
は
①
人

々
の
『
ル
ー
ル
を
守
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
』
と
い
う
意

識
が
強
ま
っ
て
い
る
②
個
人

の
権
利
意
識
が
高
ま
っ
て
い

る
③
ネ
ッ
ト
で
法
律
や
規
則

が
簡
単
に
調
べ
ら
れ
る
環
境

に
な
っ
た
、
３
つ
の
流
れ
が

影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

正
し
い
知
識
を
得
て
、
社
会

を
取
り
巻
く
変
化
を
知
り
行

動
す
る
こ
と
が
大
切
」
と
、

最
近
の
医
事
紛
争
で
の
実
例

や
判
例
を
交
え
て
詳
し
く
説

明
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
終
了
後
に
行
わ

れ
た
個
別
相
談
で
は
、
日
頃

抱
え
て
い
る
問
題
を
熱
心
に

相
談
す
る
参
加
者
が
見
ら
れ

た
。
　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
最
近
の
ト
ラ
ブ
ル
の
傾
向
が

よ
く
理
解
で
き
た
」「
聞
け
ば

聞
く
ほ
ど
備
え
や
改
善
点
、

同
意
書
等
の
準
備
が
必
要
と

感
じ
た
」
な
ど
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
た
。

◀
講
師
の
小
畑
氏

ご不明な点は　北海道保険医会事務局まで
お問い合わせください

一般社団法人 北海道保険医会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長　加藤　康夫

011-231-6281

名
や
会
員
か
ら
の
声
を
保
険

医
の
要
求
と
し
、国
会
・
議
員

に
対
し
て
要
望
・
要
請
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
住
民
か
ら
受
診
の
機
会

を
奪
い
、
地
域
で
懸
命
に
医

療
を
支
え
て
い
る
医
療
従
事

者
を
蔑
ろ
に
す
る
、
厚
労
省

の
「
公
立
・
公
的
病
院
の
再

編
・
統
合
」
政
策
に
強
く
抗

議
し
、
声
明
文
を
関
係
各
機

関
に
送
付
し
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
中
、
本
会
は「
診

療
報
酬
の
引
き
上
げ
と
患
者

窓
口
負
担
の
軽
減
を
求
め
る

会
員
署
名
」
等
を
実
施
し
、

さ
ら
に
、
現
在
は
「
ス
ト
ッ

プ
！ 

患
者
・
利
用
者
の
負
担

増
」
の
請
願
署
名
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
集
約
し
た
署

出
し
ま
し
た
。

　
高
齢
者
へ
の
医
療･

介
護
負

担
増
は
、
受
診
抑
制
、
命
と

健
康
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ

す
と
と
も
に
、
親
の
介
護
な

ど
を
担
う
現
役
世
代
を
も
直

撃
し
、
家
族
の
共
倒
れ
の
事

態
を
招
き
か
ね
ま
せ
ん
。

　
政
府
は
、
昨
年
12
月
の「
全

世
代
型
社
会
保
障
検
討
会
議
」

中
間
報
告
で
、
75
歳
以
上
の

一
定
の
所
得
の
あ
る
方
の
窓

口
負
担
２
割
導
入
、
紹
介
状

な
し
の
大
病
院
の
受
診
時
定

額
負
担
の
大
幅
拡
大
な
ど
医

療
費
負
担
増
の
姿
勢
を
打
ち

る
市
民
公
開
講
座
な
ど
も
開

催
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会

員
と
家
族
、
従
業
員
の
親
睦

を
図
る
た
め
、
ボ
ウ
リ
ン
グ

大
会
、
親
子
一
泊
キ
ャ
ン
プ

旅
行
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文

化
行
事
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル

に
あ
わ
せ
た
共
済
制
度
も
ご

用
意
し
て
い
ま
す
。
万
一
の

時
に
備
え
る「
グ
ル
ー
プ（
団

体
定
期
）保
険
」。代
診
を
置
い

て
も
給
付
が
受
け
ら
れ
る「
保

険
医
休
業
保
障
共
済
保
険
」。

複
数
の
国
内
大
手
生
命
保
険

会
社
の
運
用
に
よ
る
、リ
ス
ク

の
分
散
と
自
在
性
が
特
徴
の

「
保
険
医
年
金
」
な
ど
を
会
員

に
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
　
　

 

◇　

◇　

◇

　
本
会
は
、
様
々
な
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
未
入
会

の
先
生
は
、
こ
の
機
会
に
是

非
ご
入
会
を
頂
き
、
会
員
の

方
々
に
は
お
知
り
合
い
で
ま

だ
入
会
さ
れ
て
い
な
い
先
生

方
に
ご
入
会
を
勧
め
て
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。

医科 歯科 新点数検討会

開催中止のお知らせ

会員各位

　すでに報道等でご存知の通り、新型コロナウ
イルスによる肺炎の感染が道内で拡大している
状況に鑑み、参加者の感染リスク、健康・安全面
を第一に考慮して、３月２２日の「歯科新点数検
討会」および３月２９日の「医科新点数検討会」
は中止とさせていただきます（当日のテキスト販
売も中止いたします）。
　なお、次期診療報酬改定の関連情報の提供
等については、３月下旬～４月上旬を目途に解
説テキストの送付および本会ホームページ・新
聞紙面を通じお伝えしていく予定です。
　医科・歯科の具体的な対応等に関しては、同
封の別紙にてお知らせいたしますので、会員の
皆様におかれましては、何卒ご理解くださいます
ようお願い申し上げます。

０
・
55
％
（
薬
価
等
含
め
た

ネ
ッ
ト
で
マ
イ
ナ
ス
０
・
46

％
）
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ

で
は
、
医
療
機
関
の
経
営
改

善
に
は
ほ
ど
遠
い
も
の
で
あ

り
ま
す
が
、
歯
科
疾
患
管
理

料
の
点
数
体
系
の
見
直
し
や

加
算
点
の
独
立
な
ど
は
、
私

た
ち
の
運
動
の
成
果
で
す
。

　
昨
年
９
月
に
は
、
厚
労
省

は
「
再
編
・
統
合
が
必
要
な

も
示
さ
れ
る
よ
う
に
、
厳
し

い
ま
ま
で
あ
り
、
勤
務
医
も

い
ま
だ
過
酷
な
労
働
環
境
に

置
か
れ
て
い
ま
す
。
自
己
負

担
増
に
よ
る
受
診
抑
制
、
格

差
社
会
の
拡
大
を
い
と
わ
な

い
医
療
費
抑
制
策
は
、
国
民

に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
ま
す
。

　
本
年
４
月
の
診
療
報
酬
改

定
で
は
本
体
部
分
で
プ
ラ
ス

　
本
会
は
「
保
険
医
療
の
改

善
と
保
険
医
の
生
活
安
定
を

め
ざ
す
」
こ
と
を
目
的
と
し

て
１
９
５
０
年
に
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
は
一
般
社
団

法
人
と
し
て
、
全
道
18
支
部

約
３
３
０
０
人
の
医
科
と
歯

科
の
保
険
医
が
一
体
と
な
っ

て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
今
日
、
開
業
医
の
経
営
状

況
は
医
療
経
済
実
態
調
査
に

公
立
・
公
的
医
療
機
関
」
を

実
名
で
公
表
し
ま
し
た
。
病

床
・
医
療
費
削
減
の
た
め
に

地
域
医
療
構
想
を
な
り
ふ
り

か
ま
わ
ず
進
め
よ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
全
国
４
２
４
病

院
の
う
ち
北
海
道
は
54
病
院

が
該
当
し
て
お
り
、
地
域
の

現
状
を
全
く
無
視
し
た
暴
挙

で
す
。
本
会
は
た
だ
ち
に
抗

議
の
声
明
文
を
発
表
し
ま
し

た
。
　
私
た
ち
保
険
医
は
、
何
が

あ
ろ
う
と
道
民
の
健
康
を

守
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
国
民
皆
保
険
制
度

を
堅
持
し
低
医
療
費
政
策
の

撤
回
を
求
め
、
今
後
も
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　
診
療
報
酬
改
定
に
合
わ
せ

て
開
催
す
る
診
療
報
酬
点
数

検
討
会
や
、
会
員
向
け
資
料

は
と
て
も
好
評
で
あ
り
、
高

く
評
価
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
本
会
の
共
済
制
度
も

充
実
し
て
お
り
、
高
い
利
率

の
保
険
医
年
金
、
割
安
な
保

険
料
で
加
入
で
き
る
グ
ル
ー

プ
（
団
体
定
期
）
保
険
や
、

万
一
の
時
の
休
業
保
障
共
済

保
険
は
他
に
比
し
て
最
も
有

利
で
す
。

　
安
心
し
て
充
実
し
た
医
療

を
行
え
る
よ
う
に
保
険
医
の

た
め
の
活
動
を
続
け
る
本
会

に
、
是
非
ご
入
会
く
だ
さ
い
。

北
海
道
保
険
医
会
に

　
　
　
　
ご
入
会
を

一
般
社
団
法
人　

北
海
道
保
険
医
会

会
長　

加
藤 

康
夫

本
号
は
、
未
入
会
の

先
生
に
も
お
送
り

し
て
い
ま
す

主
な
活
動
内
容



る
医
療
機
関
が
算
定
（
５
２

０
点
、
入
院
初
日
）。

■（
改
）
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟

入
院
料

　
同
一
病
院
内
の
一
般
病
棟

か
ら
転
棟
し
た
患
者
の
割
合

が
基
準
を
超
え
た
場
合
の
減

額
措
置
が
設
け
ら
れ
た
（
所

指
導
料

　

24
時
間
訪
問
看
護
の
提
供

体
制
（
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
と
の
連
携
も
含
め
）
が

確
保
さ
れ
て
お
り
、
一
定
以

上
の
訪
問
看
護
・
指
導
料
や

在
宅
タ
ー
ミ
ナ
ル
ケ
ア
加
算

の
算
定
実
績
が
あ
る
場
合
の
、

「
訪
問
看
護
・
指
導
体
制
充
実

加
算
」
が
新
設
さ
れ
た
（
１

５
０
点
、
月
１
回
）。

■（
改
）
在
宅
患
者
訪
問
栄
養

食
事
指
導
料

　
当
該
保
険
医
療
機
関
以
外

の
管
理
栄
養
士
が
行
っ
た
栄

養
指
導
の
際
に
算
定
で
き
る

点
数
区
分
が
新
設
さ
れ
た
。

（
指
導
す
る
人
数
に
応
じ
５
１

０
点
〜
４
２
０
点
）

■（
改
）
在
宅
妊
娠
糖
尿
病
患

者
指
導
管
理
料

　
分
娩
後
も
継
続
し
て
血
糖

管
理
の
た
め
の
指
導
管
理
を

行
っ
た
場
合
の
在
宅
妊
娠
糖

尿
病
患
者
指
導
管
理
料
２
が

新
設
さ
れ
た
（
１
５
０
点
、

分
娩
後
12
週
の
間
１
回
）。

■（
改
）
在
宅
療
養
指
導
管
理

材
料
加
算

　
在
宅
酸
素
療
法
指
導
管
理

料
、
在
宅
人
工
呼
吸
指
導
管

理
料
、
在
宅
持
続
陽
圧
呼
吸

療
法
指
導
管
理
料
を
算
定
す

る
６
歳
未
満
の
乳
幼
児
に
対

し
、「
乳
幼
児
呼
吸
管
理
材
料

加
算
」
が
新
設
さ
れ
た
（
１
，

５
０
０
点
、
３
月
に
３
回
）。

■（
改
）
在
宅
自
己
注
射
指
導

管
理
料

　
バ
イ
オ
後
続
品
に
係
る
情

報
を
患
者
に
提
供
し
た
上
で
、

バ
イ
オ
後
続
品
を
処
方
し
た

場
合
の
「
バ
イ
オ
後
続
品
導

入
初
期
加
算
」
が
新
設
さ
れ

た
（
１
５
０
点
、
初
回
の
処

方
月
か
ら
３
月
限
度
）。

■（
改
）
超
音
波
検
査

　
訪
問
診
療
時
に
行
っ
た
場

合
の
点
数
が
新
設
さ
れ
た（
部

位
に
関
わ
ら
ず
４
０
０
点
、

月
１
回
）。
ま
た
、
パ
ル
ス
ド

プ
ラ
加
算
が
２
０
０
点
か
ら

１
５
０
点
に
減
点
と
な
っ
た
。

■（
改
）
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断

層
撮
影
診
断
料

　
小
児
の
頭
部
外
傷
患
者
に

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
断
層
撮
影

を
行
っ
た
場
合
、
新
生
児
は

１
０
０
分
の
85
、
乳
幼
児
は

１
０
０
分
の
55
、
幼
児
は
１

０
０
分
の
35
を
そ
れ
ぞ
れ
所

定
点
数
に
加
算
出
来
る
こ
と

と
な
っ
た
。

　
■（
改
）
外
来
科
学
療
法
加
算

　
医
師
の
指
示
に
よ
り
患
者

に
対
し
薬
剤
師
が
副
作
用
の

発
現
状
況
、
治
療
計
画
等
を

文
書
で
提
供
し
た
し
た
上
で
、

患
者
の
状
態
を
踏
ま
え
て
指

導
を
行
っ
た
場
合
の
「
連
携

充
実
加
算
」
が
新
設
さ
れ
た

（
１
５
０
点
、
月
１
回
）。

■（
改
）
摂
食
機
能
療
法

　
摂
食
機
能
療
法
の
経
口
摂

取
回
復
促
進
加
算
１
、
２
が
、

多
職
種
チ
ー
ム
に
よ
る
共
同

指
導
管
理
が
要
件
と
し
て
再

編
さ
れ
点
数
が
一
本
化
し
、

名
称
も
「
摂
食
嚥
下
支
援
加

算
」
に
変
更
さ
れ
た
（
２
０

０
点
、
週
１
回
）。

■（
改
）
通
院
・
在
宅
精
神
療

法
　
精
神
科
退
院
時
共
同
指
導

料
１
を
算
定
し
た
患
者
に
、

精
神
科
外
来
に
お
い
て
多
職

種
が
共
同
で
支
援
、
指
導
を

行
っ
た
場
合
の「
療
養
生
活
環

境
整
備
指
導
加
算
」が
新
設
さ

れ
た（
２
５
０
点
、月
１
回
）。

■（
改
）
依
存
症
集
団
療
法

　
ギ
ャ
ン
ブ
ル
依
存
症
に
対

す
る
点
数
が
新
設
さ
れ
た（
３

０
０
点
、
２
週
に
１
回
、
３

月
限
度
）。

■（
改
）
治
療
装
具
の
採
型
ギ

プ
ス

　
治
療
装
具
の
採
型
ギ
プ
ス

が
「
義
肢
採
型
法
」
に
名
称

変
更
と
な
り
、
点
数
区
分
も

４
区
分
か
ら
四
肢
切
断
の
場

合
（
１
肢
）
７
０
０
点
と
股

間
関
節
、
肩
関
節
離
断
の
場

合
（
１
肢
）
１
，
５
０
０
点

の
２
区
分
に
整
理
さ
れ
た
。

■（
改
）
一
部
負
担
金
等
の
受

領
（
選
定
療
養
費
）

　
紹
介
状
な
し
で
病
院
を
受

診
し
た
場
合
に
定
額
負
担
の

徴
収
対
象
が
、「
特
定
機
能
病

院
の
及
び
許
可
病
床
４
０
０

床
以
上
の
地
域
支
援
病
院
」

か
ら
「
特
定
機
能
病
院
の
及

び
許
可
病
床
２
０
０
床
以
上

の
地
域
支
援
病
院
」
に
拡
大

さ
れ
た
。

定
点
数
の
１
０
０
分
の
90
）。

■（
新
）
経
皮
的
シ
ャ
ン
ト
拡

張
術
・
血
栓
除
去
術
（
実
施

後
３
月
以
内
の
手
術
）

　
短
期
滞
在
手
術
等
基
本
料

で
同
手
術
後
、
狭
窄
・
閉
鎖

の
た
め
３
カ
月
以
内
に
実
施

し
た
場
合
に
算
定
（
３
２
，

５
４
０
点
）※

手
術
の
部
の
点

数
も
同
内
容
の
改
定
あ
り
。

■（
改
）
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の

点
数
区
分
の
新
設

　
以
下
の
医
学
管
理
を
情
報

通
信
機
器
を
用
い
て
（
オ
ン

ラ
イ
ン
診
療
）
で
行
っ
た
場

合
の
点
数
が
新
設
さ
れ
た（
１

定
（
外
来
側
１
，
５
０
０
点

又
は
９
０
０
点
、
入
院
側
７

０
０
点
、各
入
院
中
に
１
回
）。

■（
改
）在
宅
患
者
訪
問
看
護
・

養
指
導
の
際
に
算
定
で
き
る
、

「
外
来
栄
養
食
事
指
導
料
２
」

が
新
設
さ
れ
た
。（〔
初
回
〕

２
５
０
点
、〔
２
回
目
以
降
〕

１
９
０
点
）

■（
改
）
ニ
コ
チ
ン
依
存
症
管

理
料

　
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療
の
場
合

の
点
数
区
分
が
新
設
さ
れ
た

（
１
５
５
点
）。
ま
た
、
初
回

か
ら
５
回
目
ま
で
の
一
連
の

治
療
に
係
る
評
価
と
し
て「
ニ

コ
チ
ン
依
存
症
管
理
料
２
」

が
新
設
さ
れ
た（
８
０
０
点
）。

■（
新
）
婦
人
科
特
定
疾
患
治

療
管
理
料

　
器
質
性
月
経
困
難
症
の
患

者
に
継
続
的
な
医
学
管
理
を

行
っ
た
場
合
に
算
定
（
２
５

０
点
、
３
月
に
１
回
）。

■（
新
）
腎
代
替
療
法
指
導
料

　
慢
性
腎
臓
病
の
患
者
に
腎

代
替
療
法
の
情
報
提
供
を

行
っ
て
、
治
療
方
針
を
話
し

合
い
文
書
提
供
を
行
っ
た
場

合
に
算
定
（
５
０
０
点
、
１

人
に
２
回
限
り
）。

■（
改
）
療
養
・
就
労
両
立
支

援
指
導
料

　
患
者
に
関
す
る
情
報
の
提

供
先
が
産
業
医
に
加
え
て
総

括
安
全
衛
生
管
理
者
、
衛
生

管
理
者
、
安
全
衛
生
推
進
者
、

保
健
師
も
対
象
と
さ
れ
た
。

ま
た
、
初
回
（
８
０
０
点
）

と
２
回
目
以
降
（
４
０
０
点
）

に
点
数
が
分
け
ら
れ
、
２
回

目
以
降
の
点
数
は
初
回
算
定

月
か
ら
３
月
が
限
度
と
さ
れ

た
。
看
護
師
又
は
社
会
福
祉

士
が
相
談
支
援
を
行
っ
た
場

合
の
「
相
談
支
援
加
算
」
が

新
設
さ
れ
た
（
50
点
）。

■（
新
）
遠
隔
連
携
診
療
料

　
指
定
難
病
、
て
ん
か
ん
が

疑
わ
れ
る
患
者
に
対
面
診
療

を
行
っ
て
い
る
医
療
機
関
が
、

他
の
専
門
医
と
オ
ン
ラ
イ
ン

で
連
携
し
診
療
を
行
っ
た
場

合
に
算
定
（
５
０
０
点
、
確

定
診
断
ま
で
３
月
に
１
回
）。

■（
改
）
診
療
情
報
提
供
料

　
障
害
児
が
通
う
学
校
の
学

校
医
に
対
し
、
患
者
が
学
校

生
活
を
送
る
上
で
必
要
な
診

療
情
報
を
提
供
し
た
場
合
も

（
Ⅰ
）
の
点
数
が
算
定
出
来
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
か
か
り
つ
け
医
機
能
を
有

す
る
医
療
機
関
等
か
ら
紹
介

さ
れ
た
患
者
に
つ
い
て
、
紹

介
元
の
か
か
り
つ
け
医
機
能

を
有
す
る
医
療
機
関
等
か
ら

の
求
め
に
応
じ
て
、
診
療
情

報
の
提
供
を
行
っ
た
場
合
の

（
Ⅲ
）
が
新
設
さ
れ
た
（
１
５

０
点
）。

■（
改
）
退
院
時
薬
剤
情
報
管

理
指
導
料

　
入
院
前
の
内
服
薬
を
変
更

ま
た
は
中
止
し
た
患
者
に
つ

い
て
、
保
険
薬
局
に
対
し
そ

の
理
由
や
患
者
の
状
態
を
文

書
で
提
供
し
た
場
合
の
「
退

院
時
薬
剤
情
報
連
携
加
算
」

が
新
設
さ
れ
た
（
60
点
）。

■（
新
）
精
神
科
退
院
時
共
同

指
導
料

　
精
神
病
棟
に
入
院
中
の
患

者
に
対
し
、
入
院
し
て
い
る

医
療
機
関
の
多
職
種
チ
ー
ム

と
外
来
・
在
宅
を
担
う
医
療

機
関
の
多
職
種
チ
ー
ム
が
退

院
後
の
療
養
に
つ
い
て
共
同

で
指
導
を
行
っ
た
場
合
に
算

北 海 道 保 険 医 新 聞 第923号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可）2020年（令和2年）3月5日 （2）

０
０
点
、
月
１
回
限
り
）。

・
特
定
疾
患
療
養
管
理
料
、

小
児
科
療
養
指
導
料
、
て
ん

か
ん
指
導
料
、
難
病
外
来
指

導
管
理
料
、
糖
尿
病
透
析
予

防
指
導
管
理
料
、
地
域
包
括

診
療
料
、
生
活
習
慣
病
管
理

料
、
在
宅
自
己
注
射
指
導
管

理
料

■（
改
）
外
来
栄
養
食
事
指
導

料
　
２
回
目
以
降
の
指
導
で
オ

ン
ラ
イ
ン
診
療
の
場
合
の
点

数
が
新
設
さ
れ
た
（
１
８
０

点
）。

　
当
該
保
険
医
療
機
関
以
外

の
管
理
栄
養
士
が
行
っ
た
栄

次
期
診
療
報
酬
改
定
の
概
要

　
排
尿
自
立
指
導
料
か
ら
再

編
さ
れ
入
院
基
本
料
等
加
算

に
新
設
さ
れ
た
（
２
０
０
点
、

週
１
回
）。
算
定
可
能
期
間
が

６
週
か
ら
12
週
に
延
長
さ
れ

た
。

■（
新
）
地
域
医
療
体
制
確
保

加
算

　
救
急
搬
送
件
数
が
年
間
２
，

０
０
０
件
以
上
の
実
績
が
あ

■（
新
）
せ
ん
妄
ハ
イ
リ
ス
ク

患
者
ケ
ア
加
算

　
せ
ん
妄
の
ハ
イ
リ
ス
ク
患

者
に
対
し
て
非
薬
物
療
法
を

中
心
と
し
た
せ
ん
妄
対
策
を

行
っ
た
場
合
に
算
定
（
１
０

０
点
、
入
院
中
１
回
）。

■（
新
）
排
尿
自
立
支
援
加
算

医　科　

中
医
協
は
２
月
７
日
、令
和
２
年
度
診
療
報
酬
改
定
の
諮
問
に
対

し
、加
藤
厚
生
労
働
大
臣
に
答
申
し
た
。こ
の
答
申
に
は「
働
き
方
改

革
の
推
進
の
評
価
」「
重
複
投
薬
、ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
へ
の
対
応
」等
、

18
の
附
帯
意
見
も
併
せ
て
提
出
さ
れ
た
。今
号
で
は
、主
な
新
設
点
数

や
算
定
要
件
等
の
変
更
を
抜
粋
掲
載
す
る
。な
お
、正
式
な
告
示
、通

知
は
３
月
５
日
に
発
出
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る
。（
歯
科
に
つ
い
て
は

〈
４
面
〉）　 ※

文
中
の（
新
）は
新
設
点
数
、（
改
）は
算
定
内
容
の
改
正 

　
日
常
診
療
の
中
で
お
困

り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
「
診
療
報
酬
の
点
数

の
取
り
方
が
わ
か
ら
な
い
」

「
ス
タ
ッ
フ
の
接
遇
に
不
安

が
あ
る
」「
労
務
管
理
に
つ

い
て
知
り
た
い
こ
と
が
あ

る
」
等
、
北
海
道
保
険
医

会
は
保
険
医
の
日
常
診
療
・

h-hokenikai.com/

）
で
は
、

最
新
の
医
療
情
報
を
発
信

す
る
と
と
も
に
、
遠
方
の

先
生
方
に
講
演
会
等
を

ネ
ッ
ト
配
信
で
き
る
よ
う

に
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、診
療
報
酬
改
定

が
あ
り
ま
す
。本
会
で
は
ど

こ
よ
り
も
迅
速
な
情
報
の

提
供
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
こ
の
厳
し
い

状
況
の
時
こ
そ
、
国
民
皆

保
険
制
度
を
守
り
、
医
療

費
抑
制
政
策
の
改
善
を
求

め
皆
様
と
一
緒
に
活
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
皆
様
の
入
会
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

経
営
・
生
活
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
、
保
険
医
療
の

改
善
と
保
険
医
の
生
活
安

定
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
全
道
に

18
支
部
が
あ
り
、
医
科
・

歯
科
合
わ
せ
て
約
３
３
０

０
人
の
保
険
医
が
加
入
し

て
お
り
、
医
科
歯
科
一
体

で
活
動
し
て
い
る
こ
と
が

大
き
な
特
徴
で
す
。

　
主
な
活
動
は
医
療
制
度

改
善
の
た
め
行
政
・
国
会

議
員
な
ど
へ
の
請
願
や
署

名
活
動
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

や
他
団
体
と
の
懇
談
、
診

療
報
酬
改
定
時
の
説
明
会
、

実
務
セ
ミ
ナ
ー
等
の
研
修

会
、
テ
キ
ス
ト
の
無
料
配

布
や
廉
価
販
売
、
医
科
歯

科
連
携
し
た
学
習
会
や
家

族
も
参
加
で
き
る
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
行
事
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
医
休
業
保

障
共
済
保
険
や
グ
ル
ー
プ

（
団
体
定
期
）
保
険
、
保
険

医
年
金
等
の
共
済
制
度
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
北
海
道
保
険
医
会
な

ら
で
は
の
医
科
歯
科
連
携

し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
作
り

に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
医
休
業
保

障
共
済
保
険
や
グ
ル
ー
プ

（
団
体
定
期
）
保
険
、
保
険

医
年
金
等
の
共
済
制
度
も

合
の
点
数
が
新
設
さ
れ
た（
１

療
報
酬
改
定
時
の
説
明
会
、

実
務
セ
ミ
ナ
ー
等
の
研
修

会
、
テ
キ
ス
ト
の
無
料
配

布
や
廉
価
販
売
、
医
科
歯

科
連
携
し
た
学
習
会
や
家

族
も
参
加
で
き
る
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
行
事
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

会
、
テ
キ
ス
ト
の
無
料
配

布
や
廉
価
販
売
、
医
科
歯

科
連
携
し
た
学
習
会
や
家

族
も
参
加
で
き
る
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
行
事
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

額
措
置
が
設
け
ら
れ
た
（
所

合
の
点
数
が
新
設
さ
れ
た（
１

０
０
０
件
以
上
の
実
績
が
あ

経
営
・
生
活
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
、
保
険
医
療
の

改
善
と
保
険
医
の
生
活
安

定
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
全
道
に

支
部
が
あ
り
、
医
科
・

歯
科
合
わ
せ
て
約
３
３
０

０
人
の
保
険
医
が
加
入
し

て
お
り
、
医
科
歯
科
一
体

で
活
動
し
て
い
る
こ
と
が

　
主
な
活
動
は
医
療
制
度

改
善
の
た
め
行
政
・
国
会

医
年
金
等
の
共
済
制
度
も

充
実
し
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
北
海
道
保
険
医
会
な

ら
で
は
の
医
科
歯
科
連
携

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
保
険
医
休
業
保

障
共
済
保
険
や
グ
ル
ー
プ

（
団
体
定
期
）
保
険
、
保
険

医
年
金
等
の
共
済
制
度
も

額
措
置
が
設
け
ら
れ
た
（
所

合
の
点
数
が
新
設
さ
れ
た（
１

療
報
酬
改
定
時
の
説
明
会
、

実
務
セ
ミ
ナ
ー
等
の
研
修

会
、
テ
キ
ス
ト
の
無
料
配

会
、
テ
キ
ス
ト
の
無
料
配

布
や
廉
価
販
売
、
医
科
歯

科
連
携
し
た
学
習
会
や
家

族
も
参
加
で
き
る
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
行
事
も
開
催
し

て
い
ま
す
。

組織部　部長　伴　 宰 子

一緒に活動
　　　しませんか

北 海 道 保 険 医 新

０
０
０
件
以
上
の
実
績
が
あ

■（
新
）
排
尿
自
立
支
援
加
算

　
日
常
診
療
の
中
で
お
困

り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

経
営
・
生
活
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
面
か
ら
サ
ポ
ー
ト
し

て
好
評
を
得
て
い
ま
す
。

　
本
会
は
、
保
険
医
療
の

改
善
と
保
険
医
の
生
活
安

定
を
目
指
し
て
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
全
道

18
支
部
が
あ
り
、
医
科
・

歯
科
合
わ
せ
て
約
３
３
０

０
人
の
保
険
医
が
加
入
し

て
お
り
、
医
科
歯
科
一
体

入会
　案内

（http://www.

入
院
基
本
料
等
加
算

特
定
入
院
料

医
学
管
理
等

在
宅
医
療

検
　
査

画
像
診
断

注
　
射

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
料

精
神
科
専
門
療
法

療
養
担
当
規
則

処
　
置



デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
が
こ

の
地
域
に
あ
っ
て
本
当
に
良

か
っ
た
」
と
心
の
底
か
ら
思

っ
て
い
た
だ
け
る
歯
科
医
院

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―

ご
家
族
を
ご
紹
介
い
た
だ
け

　
ま
す
か

　
歯
科
医
師
で
あ
る
妻
と
長

男
、
次
男
、
長
女
の
５
人
家

族
で
す
。

―

ご
趣
味
は

　

現
在
は
、Ａ
ｍ
ａ
ｚ
ｏ
ｎ

で
容
易
に
書
籍
を
購
入
で
き

る
時
代
で
す
が
、私
は
、リ
ア

ル
店
舗
に
て
本
を
見
て
選
ぶ

の
が
大
好
き
で
す
。特
に「
コ

ー
チ
ャ
ン
フ
ォ
ー
ミ
ュ
ヘ
ン
大

橋
店
」（
札
幌
市
）が
最
も
気

に
行
って
い
ま
す
。

―

今
後
の
目
標
に
つ
い
て

　
歯
科
医
師
と
し
て
生
活
し

て
い
く
以
上
、
本
業
に
対
す

会
員
と
家
族
78
人
が
参
加
し

た
。
　
ホ
テ
ル
の
コ
ー
ス
料
理
を

堪
能
し
た
後
に
演
奏
が
始
ま

り
、
札
幌
市
出
身
で
海
外
で

の
出
演
経
験
も
あ
る
ソ
プ
ラ

ノ
歌
手
の
美
野
明
子
氏
と
、

ピ
ア
ニ
ス
ト
の
Ｍ
ｉ
ｚ
ｕ
ｋ

ｉ
氏
に
よ
る
音
楽
を
楽
し
ん

だ
。
　
シ
ュ
ト
ラ
ウ
ス
２
世
の「
春

の
声
」、オ
ペ
ラ
『
リ
ナ
ル
ド
』

よ
り
「
私
を
泣
か
せ
て
く
だ

さ
い
」
の
ク
ラ
ッ
シ
ッ
ク
に

続
き
、
イ
タ
リ
ア
の
映
画
音

楽
か
ら
「
ニ
ュ
ー
シ
ネ
マ
パ

ラ
ダ
イ
ス
」、
途
中
、Ｍ
ｉ
ｚ

ｕ
ｋ
ｉ
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
ソ
ロ

を
挟
み
「
追
憶
」、
モ
ー
ツ
ァ

ル
ト
の
「
ア
レ
ル
ヤ
」、
会
場

か
ら
の
強
烈
な
ア
ン
コ
ー
ル

に
応
え
、
プ
ッ
チ
ー
ニ
の
オ

ペ
ラ
『
ジ
ャ
ン
ニ
ス
キ
ッ
キ
』

よ
り
「
私
の
愛
し
い
お
父
様
」

を
歌
い
終
了
し
た
。

　
参
加
者
は
、
冬
の
夜
の
ひ

と
時
、
澄
ん
だ
綺
麗
な
音
楽

と
ワ
イ
ン
を
楽
し
ん
だ
。

　
２
月
８
日
、
㈱
吉
岡
経
営

セ
ン
タ
ー
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
部
の
丸
尾
重
憲
氏
を
講

師
に
迎
え
「
医
療
法
人
の
運

営
・
事
業
承
継
徹
底
解
説
〜

持
分
あ
り
法
人
の
今
後
」
を

テ
ー
マ
に
医
療
法
人
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
全
道
か
ら
32

医
療
機
関
38
人
が
参
加
し
た
。

　
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
ス
ム
ー

ズ
な
事
業
承
継
と
認
定
医
療

法
人
活
用
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
、
医
療
法
人
の
出

資
リ
ス
ク
と
出
資
金
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
方
法
等
を
中
心
に

具
体
的
事
例
を
挙
げ
詳
説
し

た
。
　
ま
た
、
平
成
27
年
の
医
療

法
改
正
で
義
務
化
さ
れ
た「
役

員
報
酬
の
決
定
手
続
き
、
理

事
長
の
業
務
状
況
報
告
、Ｍ
Ｓ

法
人
と
の
取
引
状
況
や
届
出

義
務
化
」
な
ど
、
法
人
で
整

備
す
べ
き
規
程
の
留
意
点
に

つ
い
て
解
説
し
た
。

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
問

題
意
識
を
明
確
に
持
て
て
良

か
っ
た
」「
個
人
版
事
業
承
継

税
制
に
つ
い
て
も
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
感
想
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ

た
。

　
今
回
で
12
回
目
と
な
る
女

性
医
師
・
歯
科
医
師
懇
談
会

「
よ
ろ
ず
ト
ー
ク
」
を
２
月
８

日
に
開
催
し
、
11
人
が
参
加

し
た
。

　
前
半
は
、
講
師
に
旅
作
家
、

の
ん
び
り
出
版
社
海
豹
舎
代

表
取
締
役
編
集
長
の
舘
浦
あ

ざ
ら
し
氏
（
Ｈ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ

　
朝
刊
さ
く
ら
い
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
）
を
招
き
「
美
人

の
湯
は
ど
こ
に
あ
る
？
」
と

題
し
て
学
習
会
を
行
っ
た
。

　
作
家
と
し
て
取
材
で
訪
れ

た
す
ば
ら
し
い
温
泉
宿
で
の

エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ホ
ン
モ
ノ
の

温
泉
の
見
分
け
方
、
大
好
き

な
電
車
の
旅
で
の
事
件
の
話
、

書
籍
発
行
の
裏
話
や
ラ
ジ
オ

出
演
の
裏
話
等
で
大
い
に
盛

り
上
が
っ
た
。

　
後
半
は
、
講
師
を
交
え
て

懇
親
会
が
行
わ
れ
、
引
き
続

き
舘
浦
氏
の
取
材
で
の
お
も

し
ろ
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
、
終
始

笑
い
の
絶
え
な
い
楽
し
い
雰

囲
気
中
終
了
し
た
。

（3）第923号（昭和40年4月18日 第3種郵便物認可） 2020年（令和2年）3月5日北 海 道 保 険 医 新 聞

患者に「あって良かった」と
　　　　　　 思われる医院を

逸見　仁 先生
へんみデンタルクリニック　岩見沢市113113

略歴
　滝川市出身。2000年に北海道医療大学歯
学部卒業。同年北海道大学病院第２口腔外
科入局。2002年に札幌鉄道病院勤務。
2006年静岡がんセンターレジデント、その後
道内の複数の歯科医院で勤務した後、2013
年10月へんみデンタルクリニック開業。

　
開
業
前
は
、
道
北
の
幌
延

町
で
勤
務
医
を
し
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
院
長
先
生
の
ご

厚
意
で
、
父
の
ラ
ボ
（
滝
川

市
）
に
補
綴
物
を
だ
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
。

た
だ
、幌
延
町
か
ら
滝
川
市

ま
で
は
２
０
０
㎞
と
非
常
に

距
離
が
離
れ
て
お
り
、
な
か

な
か
意
思
疎
通
が
難
し
い
こ

と
が
悩
み
の
種
で
し
た
。
滝

川
と
近
い
場
所
で
開
業
し
た

い
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、

―

保
険
医
会
に
入
会
し
た
理
由
は

　
大
学
時
代
の
同
期
の
勧
め

で
入
会
し
ま
し
た
。

―

ご
専
門
は

　
約
10
年
間
大
学
の
口
腔
外

科
や
病
院
歯
科
口
腔
外
科
で

勤
務
し
て
い
ま
し
た
。

―

開
業
し
た
動
機
・
目
的
に
つ

　
い
て

　
同
期
や
周
り
の
先
生
方
が

開
業
し
て
い
く
中
で
、
自
分

も
開
業
し
た
い
と
い
う
気
持

ち
が
強
く
な
り
ま
し
た
。

こ
こ
岩
見
沢
市
幌
向
町
と
ご

縁
が
あ
り
２
０
１
３
年
10
月

７
日
に
開
院
す
る
運
び
と
な

り
ま
し
た
。

―

開
業
後
苦
労
し
た
こ
と
や
嬉

　
し
か
っ
た
こ
と
は

　
最
も
苦
労
し
た
こ
と
は
、

や
は
り
ス
タ
ッ
フ
の
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
で
す
。
嬉
し
か
っ
た

こ
と
は
、
ス
タ
ッ
フ
が
自
分

の
家
族
の
治
療
を
私
に
任
せ

て
く
れ
た
こ
と
で
す
。

―

診
療
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
に

　
つ
い
て

　
患
者
さ
ん
が
困
っ
て
い
る

こ
と
を
、
来
院
し
た
そ
の
日

の
内
に
で
き
る
だ
け
解
決
し

て
さ
し
あ
げ
た
い
と
思
っ
て

治
療
し
て
い
ま
す
。

―

ど
の
よ
う
な
医
院
を
目
指
し

　
て
い
ま
す
か

　
患
者
さ
ん
か
ら
「
へ
ん
み

る
技
術
や
知
識
の
習
得
に
も

っ
と
貪
欲
で
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
一
方
で
、
世
の
中
は
働
き

方
改
革
が
推
し
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
仕
事
の
効
率
化
を

図
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が

今
後
の
目
標
で
す
。

―

今
後
も
地
域
の
歯
科
医
療
の

　
支
え
手
と
し
て
ご
活
躍
い
た

　
だ
き
た
い
で
す
。

（
聞
き
手
　
事
務
局
工
藤
）

承
久
の
乱朝

、
義
経
を
中
心
に
語
ら
れ

る
こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、

誤
解
を
恐
れ
ず
に
言
え
ば
こ

の
二
人
の
没
後
、
東
国
の
王
、

北
条
義
時
と
稀
代
の
カ
リ
ス

マ
、
後
鳥
羽
上
皇
を
中
心
と

し
た
陰
謀
と
暗
殺
と
裏
切
り

に
彩
ら
れ
た
権
力
闘
争
に
こ

そ
、
心
を
奪
わ
れ
ま
す
。

　
奇
し
く
も
次
々
回
の
大
河

ド
ラ
マ
の
主
人
公
は
北
条
義

時
に
な
る
こ
と
が
先
日
発
表

さ
れ
ま
し
た
。
世
間
の
反
応

は
い
ま
い
ち
悪
い
よ
う
で
す

が
、
本
書
を
読
め
ば
待
ち
遠

し
く
な
る
こ
と
請
け
合
い
で

す
。

　
日
本
史
を
俯
瞰
し
て
み
れ

ば
、
当
然
の
こ
と
で
は
あ
り

ま
す
が
、
大
き
な
分
岐
点
に

な
る
も
の
が
み
ら
れ
ま
す
。

　
い
わ
ゆ
る
戦
に
限
定
す
れ

ば
、最
も
有
名
な
も
の
は
関
ヶ

原
の
戦
い
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
で
し
ょ
う
が
、
重
要
度

で
は
本
書
で
取
り
上
げ
ら
れ

る
承
久
の
乱
こ
そ
最
重
要
と

言
っ
て
い
い
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。　

　
鎌
倉
時
代
と
い
う
と
源
頼

（
Ａ
・
Ｈ
）

〈
主
な
協
議・検
討
事
項
〉

①（
３
／
22
）歯
科
新
点
数
検
討
会
つ
い
て

　
・  

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
内
容
等
の
確
認
を
行
っ
た
。

②
次
年
度
準
備
に
つ
い
て

　

 

・ 

２
０
１
９
年
年
度
活
動
報
告
、
２
０
２
０
年
度

　
　
歯
科
部
予
算
要
求
、
活
動
方
針
を
検
討
し
た
。

③
歯
科
保
険
診
療
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト（
デ
ジ
タ

　
ル
版
）作
成
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
つ
い
て

　
・
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
デ
ジ
タ
ル
版
作
成
に
向
け
て

　
　
の
検
討
を
行
っ
た
。

④
そ
の
他

　
・「
金
パ
ラ
逆
ザ
ヤ
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
実
勢
」
全
国

　
　
調
査
に
つ
い
て

　
・「
金
パ
ラ
『
逆
ザ
ヤ
』
の
即
時
解
消
を
求
め
る

　
　
要
請
署
名
」
に
つ
い
て

　
・（
３
／
５
）「
歯
科
保
険
診
療
研
究
」
原
稿
の
確
認

第
11
回
歯
科
部
担
当
理
事
会（
2
月
12
日
）

歯
科
部
だ
よ
り

※

次
回 

第
12
回
歯
科
部
担
当
理
事
会　
　
　
　
　

…

3
月
11
日（
水
）午
後
７
時

冬
の
夜
の
ひ
と
時

〜
音
楽
と
ワ
イ
ン
で
〜

　
２
月
13
日
、
札
幌
支
部
・

石
狩
支
部
共
催
の
文
化
講
演

会
「
ソ
プ
ラ
ノ
と
ピ
ア
ノ
と

ワ
イ
ン
の
夕
べ
」を
開
催
し
、

札
幌
支
部
・
石
狩
支
部
共
催
　
文
化
講
演
会

資
リ
ス
ク
と
出
資
金
ト
ラ
ブ

ル
を
防
ぐ
方
法
等
を
中
心
に

具
体
的
事
例
を
挙
げ
詳
説
し

年
の
医
療

法
改
正
で
義
務
化
さ
れ
た「
役

員
報
酬
の
決
定
手
続
き
、
理

事
長
の
業
務
状
況
報
告
、Ｍ
Ｓ

法
人
と
の
取
引
状
況
や
届
出

義
務
化
」
な
ど
、
法
人
で
整

備
す
べ
き
規
程
の
留
意
点
に

　
参
加
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は

「
わ
か
り
や
す
か
っ
た
」「
問

題
意
識
を
明
確
に
持
て
て
良

か
っ
た
」「
個
人
版
事
業
承
継

税
制
に
つ
い
て
も
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
て
ほ
し
い
」
な
ど

の
感
想
や
意
見
が
寄
せ
ら
れ

性
医
師
・
歯
科
医
師
懇
談
会

「
よ
ろ
ず
ト
ー
ク
」
を
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次期診療報酬改定の概要

１．歯科疾患管理料の見直し

　歯科疾患管理料について、長期的な継続管理等の評価をさらに
充実させる観点から、初診時に係る評価を見直すとともに、長期的な
継続管理について新たな評価を行う。
①　初診月の歯科疾患管理料の評価を見直す。
②　歯科疾患に対する管理及び療養上必要な指導について、継続的な長
　　期管理を実施した場合の評価を新設する。
〔算定要件〕
　　１）　　初診日の属する月に算定する場合は、所定点数の100分の80
　　　　　に相当する点数により算定する。
　　２）　　初診日の属する月から起算して、6月を超えて歯科疾患の管理
　　　　　及び療養上必要な指導を行った場合は、長期管理加算として、次
　　　　　に掲げる点数をそれぞれ所定点数に加算する。
　　　　　イ　かかりつけ歯科医機能強化型歯科診療所の場合　120点
　　　　　ロ　イ以外の保険医療機関の場合　　　　　　　　　100点

（新）小児口腔機能管理料　　100点
　　〔対象患者〕
　　　15歳未満の口腔機能の発達不全を認める患者（咀嚼機能、嚥下
　　　機能若しくは構音機能等が十分に発達していない又は正常に獲
　　　得できていない患者）
（新）口腔機能管理料　　　　100点
　　〔対象患者〕
　　　歯の喪失や加齢、これら以外の全身的な疾患等により口腔機能の
　　　低下を認める患者（口腔衛生状態不良、口腔乾燥、咀嚼能力低下、
　　　舌口唇運動機能低下、咬合力低下、低舌圧又は嚥下機能低下の
　　　７項目のうちいずれか３項目以上に該当する患者）

（新）歯周病重症化予防治療
　１）　1歯以上10歯未満　　150点
　２）　10歯以上20歯未満　200点
　３）　20歯以上　　　　　300点
〔対象患者〕
　（1）　歯科疾患管理料又は歯科疾患在宅療養管理料を算定している患
　　　　者であって、2回目以降の歯周病組織検査終了後に、歯周ポケット
　　　　が4ミリメートル未満の患者
　（2）　歯周組織の多くの部分は健康であるが、部分的に歯肉に限局する
　　　　炎症症状を認める状態又はプロービング時の出血が見られる状態
〔算定要件〕
　（1）　2回目以降の区分番号D002に掲げる歯周病検査終了後、一時　的
　　　　に病状が改善傾向にある患者に対し、重症化予防を目的とし　て、ス
　　　　ケーリング、機械的歯面清掃の継続的な治療（以下この表　において
　　　　「歯周病重症化予防治療」という。）を開始した場合は、　それぞれの
　　　　区分に従い月1回に限り算定する。
　（2）　2回目以降の歯周病重症化予防治療の算定は、前回実施月の翌月
　　　　の初日から起算して2月を経過した日以降に行う
　（3）　歯周病安定期治療（Ⅰ）又は歯周病安定期治療（Ⅱ）を算定し　た月
　　　　は、別に算定できない。

　（1）　歯科初診料、歯科再診料の施設基準について院内感染防止対策
　　　　に係る要件を見直す。
　（2）　歯科初診料、歯科再診料の評価を充実する。
〔算定要件〕
　【初診料】
　　1）　歯科初診料　　　　　　　　　　　　　　251点
　　2）　地域歯科診療支援病院歯科初診料　　　　288点
　【再診料】
　　1）　歯科再診料　　　　　　　　　　　　　　  53点
　　2）　地域歯科診療支援病院歯科初診料　　　　  73点
〔施設基準〕
　歯科外来診療における院内感染防止対策に係る職員研修を行っていること。

【歯科疾患管理料】　100点　

　糖尿病患者に対する口腔管理を充実する観点から、機械的歯面
清掃処置の対象を拡大する。
　医科の保険医療機関との連携に基づき糖尿病患者に対する機械
的歯面清掃処置の算定要件を見直す。
　妊婦又は他の保険医療機関（歯科診療を行う保険医療機関を除
く。）から診療情報提供（診療情報提供料の様式に準じるもの）に基
づき、紹介された糖尿病患者については月2回に限り算定する。

【機械的歯面清掃処置（一口腔につき）】　70点

２．歯周病重症化予防の推進
　歯周病安定期治療の対象となっていない、歯肉に限局する炎症
症状を認める患者に対する歯周病重症化予防治療を実施した場合
の評価を新設する。

６．ライフステージに応じた口腔機能管理の推進
１　　歯科疾患管理料の小児口腔機能管理加算及び口腔機能管
　　理加算の扱いを見直す。
２　　口腔機能の発達不全を有する小児及び口腔機能の低下を来
　　している患者に対して、口腔機能管理を実施した場合の評価を
　　新設する。

（新）小児口腔閉鎖力検査　　100点
　　〔算定要件〕
　　小児口唇閉鎖力測定を行った場合は、３月に１回に限り算定する。

３　　口腔機能の評価を行うための口唇閉鎖力検査を行った場合
　　の評価を新設する。

　　〔算定要件〕
　　舌圧検査行った場合は、３月に１回に限り算定する。

【加圧根管充填処置】
　１）単根管　  136点
　２）2根管　　164点
　３）3根管　　208点
　注）　３）については、別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合し
　　　ているものとして地方厚生局長等に届け出た保険医療機関におい
　　　て、歯科用3次元エックス線断層撮影装置及び手術用顕微鏡を用
　　　いて根管治療を行った場合に、手術用顕微鏡加算として400点を
　　　所定点数に加算する。

４　　口腔機能の評価を行うための舌圧検査の算定頻度について
　　の要件を見直す。

７．手術用顕微鏡を用いた治療の評価
１　　３根管以上の加圧根管充填において、手術用顕微鏡を用い
　　て治療した場合の対象を見直す。
２　　根管内異物除去において、手術用顕微鏡を用いて治療した
　　場合の評価を新設する。

摂食嚥下支援加算（摂食機能療法）
　〔算定要件〕
　　注３　別に厚生労働大臣が定める施設基準に適合しているものとして
　　　　地方厚生局長等に届け出た保険医療機関において、当該保険医
　　　　療機関の医師、看護師、言語聴覚士、薬剤師、管理栄養士等が共
　　　　同して、摂食機能又は嚥下機能の回復のために必要な指導管理
　　　　を行った場合に、摂食嚥下支援加算として、週１回に限り200点を
　　　　所定点数に加算する
　〔施設基準〕
　　（１）　　摂食嚥下機能の回復のために必要な指導管理を行うにつき
　　　　　十分な体制が整備されていること。
　　（２）　　摂食機能に係る療養についての実績を地方厚生局長等に報
　　　　　告していること。

８．多職種チームによる摂食嚥下リハビリテーションの評価
　摂食嚥下障害を有する患者に対する多職種チームによる効果的
な介入が推進されるよう、摂食機能療法の経口摂取回復促進加算に
ついて要件及び評価を見直す。

９．明細書発行の推進
１　　診療所において、公費負担医療に係る給付により自己負担が
　　ない患者（全額公費負担の患者を除く。）について、正当な理由
　　がある場合でも、患者からの求めがあったときには、明細書発
　　行を義務とする。
２　　一部負担金の支払いがない患者に対応した明細書発行機能
　　が付与されていないレセプトコンピューター又は自動入金機の
　　改修が必要な診療所が対応を完了する期間を考慮し、２年間
　　の経過措置を設ける。

５．CAD/CAM冠の対象拡大
　CAD/CAM冠の適応を上顎第一大臼歯に拡大する。

４．機械的歯面清掃処置の充実

3．歯科外来診療における院内感染防止対策の推進
　歯科外来診療における院内感染防止対策を推進する観点から、
常勤の歯科医師だけでなく関係する職員を対象とした研修を行うこ
ととし、基本診療料について評価を見直す。

　医療や生活の負担軽減
策を紹介するパンフレット
です。
　申請しなければ利用でき
ない制度を掲載しており、
待合室で活用いただける１
冊となっています。また、
「知っトクパンフ」をもって
市区町村の申請窓口に行
けば手続きがスムーズで
す。
　会員価格1部10円（送料
別）で販売しております。

知ってトクする！

医療・介護・税金の負担軽減策

本会顧問弁護士　中  村　 誠  也  氏
（中村淺松法律事務所所長）

【取扱分野】金銭・不動産などの民事事件、相続・夫婦・
家庭事件、会社法務・倒産などの会社事件、刑事事件全
般を取り扱う。特に大型消費者事件、医療事件、医療事
故事件（患者、医師双方の立場からの事件）など。

　会員のみなさまからの法律相談を受け付ける「法
律相談窓口」を設置しています。
　相談内容は公私にわたるどのような件でも結構
です。ご相談のお申し込みは、保険医会事務局で受
けします。会員資格の確認の上、お取り次ぎします。

す頼依てしと件事、談相てし続継、がすで料無は談相ご ※
ることとなった場合は、相談者が顧問弁護士と改めてご
契約していただきます。

法律相談窓口のお知らせ

お問い合わせは、北海道保険医会事務局まで。　　 Tel  011- 231- 6281 　 Fax  011- 231- 6283 　 Eメール  info＠h - hokenikai. com

医　科 歯　科

糖尿病・歯周病医科歯科連携手帳
　本手帳を用いて、医科受診
時に歯周病チェックを、歯科
受診時に糖尿病チェックを行
うことで、医科歯科双方で未
治療、治療中断、治療不十分
の糖尿病・歯周病患者に、治
療を促すことができます。

会員価格 （税込・送料別）100円


